
明石工業高等専門学校 開講年度 令和05年度 (2023年度) 授業科目 数学ⅡＡ-1
科目基礎情報
科目番号 5205 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 建築学科 対象学年 2
開設期 前期 週時間数 4

教科書/教材 高遠 節夫　他 著「新微分積分Ⅰ　改訂版」大日本図書
高遠 節夫　他 著「新微分積分Ⅰ問題集　改訂版」大日本図書　

担当教員 面田 康裕
到達目標
１．関数の極限、微分係数の意味、導関数の定義、積・商の導関数の公式、合成関数、逆三角関数を理解し、いろいろな関数の導関数を求める
ことができる。
２．関数の増減表を書いて、極値を求め、グラフの概形をかくことができる。極値を利用して、関数の最大値・最小値を求めることができる。
また２次の導関数を利用して、グラフの凹凸を調べることができる。関数の媒介変数表示を理解し、媒介変数を利用して、その導関数を求める
ことができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

関数の極限、微分係数の意味、導
関数の定義、積・商の導関数の公
式、合成関数、逆三角関数を理解
し、いろいろな関数の導関数を求
めることが十分できる。

関数の極限、微分係数の意味、導
関数の定義、積・商の導関数の公
式、合成関数、逆三角関数を理解
し、いろいろな関数の導関数を求
めることができる。

関数の極限、微分係数の意味、導
関数の定義、積・商の導関数の公
式、合成関数、逆三角関数を理解
し、いろいろな関数の導関数を求
めることができない。

評価項目2

関数の増減表を書いて、極値を求
め、グラフの概形をかくことが十
分できる。極値を利用して、関数
の最大値・最小値を求めることが
十分できる。また２次の導関数を
利用して、グラフの凹凸を調べる
ことが十分できる。関数の媒介変
数表示を理解し、媒介変数を利用
して、その導関数を求めることが
十分できる。

関数の増減表を書いて、極値を求
め、グラフの概形をかくことがで
きる。極値を利用して、関数の最
大値・最小値を求めることができ
る。また２次の導関数を利用して
、グラフの凹凸を調べることがで
きる。関数の媒介変数表示を理解
し、媒介変数を利用して、その導
関数を求めることができる。

関数の増減表を書いて、極値を求
め、グラフの概形をかくことがで
きない。極値を利用して、関数の
最大値・最小値を求めることがで
きない。また２次の導関数を利用
して、グラフの凹凸を調べること
ができない。関数の媒介変数表示
を理解し、媒介変数を利用して、
その導関数を求めることができな
い。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 微分積分学の基礎として、1変数の微分積分を学習する。
授業の進め方・方法 シラバスに沿って講義を行う。授業中はグループ学習により学びあいを行う。

注意点
予習復習をきちんとすること。分からないことは放置せず質問すること。問題集などを利用して自主的に勉強して欲し
い。
ＣＢＴテストをすることもある。
評価の対象としない欠席条件(割合) 1/3以上の欠課

授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 ☑  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 関数の極限と導関数 関数の極限を求めることができる。
2週 関数の極限と導関数 関数の無限の極限を求めることができる。

3週 関数の導関数 関数の導関数の定義を理解し、簡単な計算をすること
ができる。

4週 関数の導関数 関数の積・商の導関数を求めることができる。
5週 いろいろな関数の導関数 合成関数と三角関数の導関数を求めることができる。
6週 いろいろな関数の導関数 指数関数と逆関数の導関数を求めることができる。

7週 いろいろな関数の導関数 逆三角関数の導関数を求めることができ、関数の連続
性を調べることができる。

8週 総括 総括

2ndQ

9週 微分のいろいろな応用 いろいろな関数のグラフを描くことができ、関数の最
大値・最小値を求めることができる。

10週 微分のいろいろな応用 不定形の極限を求めることができ、微分を使って不等
式を証明をすることができる。

11週 微分のいろいろな応用 高次導関数を求め、グラフの凹凸を調べることができ
る。

12週 微分のいろいろな応用 媒介変数表示による関数の導関数を求めることができ
、速度・加速度を求めることができる。

13週 微分のいろいろな応用 微分を使い、近似値を求めることができる。
14週 積分の基礎 不定積分を求めることができる。
15週 総括 総括
16週 なし

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学 簡単な場合について、関数の極限を求めることができる。 3 前1,前2,前
10



微分係数の意味や、導関数の定義を理解し、導関数を求めること
ができる。 3 前2,前3

積・商の導関数の公式を用いて、導関数を求めることがができる
。 3 前4

合成関数の導関数を求めることができる。 3 前5
三角関数・指数関数・対数関数の導関数を求めることができる。 3 前5,前6
逆三角関数を理解し、逆三角関数の導関数を求めることができる
。 3 前7

関数の増減表を書いて、極値を求め、グラフの概形をかくことが
できる。 3 前9

極値を利用して、関数の最大値・最小値を求めることができる。 3 前9
簡単な場合について、関数の接線の方程式を求めることができる
。 3 前8

2次の導関数を利用して、グラフの凹凸を調べることができる。 3 前11
関数の媒介変数表示を理解し、媒介変数を利用して、その導関数
を求めることができる。 3 前12

不定積分の定義を理解し、簡単な不定積分を求めることができる
。 3 前14

分野横断的
能力 汎用的技能 汎用的技能 汎用的技能 どのような過程で結論を導いたか思考の過程を他者に説明できる

。 3 前8,前15

評価割合
試験 課題発表 学習状況・出席 合計

総合評価割合 30 40 30 100
基礎的能力 30 40 30 100
専門的能力 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0


